










 

  

やまびこまつり 
11月６日（水） 

11月９日（土） 

2回行いました！ 

   やまびこまつり！いかがでしたでしょうか？ 

１人１人の良さを十分発揮できた素晴らしい発表でしたね。 

児童生徒はやまびこまつりを通して多くのことを学ぶこと

ができました。 

やまびこまつりでの練習風景や、準備の様子、観覧日の様子を

掲載します。 

 

 

 

小学部 『うらしまたろう』  

児童生徒観覧日の様子

小学部は主に体育の学習グループごとに授業で学習してきたことを発表しました。 

図工の授業では背景画や衣装も制作し、みんなでうらしまたろうの劇を作り上げていきました。 

初めは大きな声で台詞を言うことができなかった児童も、練習を重ねていくうちに自信をもち堂々と演技でき

るようになりました。ダンスや跳び箱など何度も練習を重ねることで、伸び伸びと披露することができたと思い

ます。保護者の皆様の応援も力となり、元気いっぱい頑張ることができました。 

  

 

 今年度のテーマは『あかるいやまびこファンファーレみんなではじけてたのしもう』でした。11月６日㈬の児童生

徒観覧日は、緊張した表情で臨む児童生徒や堂々と演技を披露する児童生徒など様々でした。９日の保護者観覧日に

は余裕も出てきたのかテーマにもある「みんなではじけてたのしもう！」の通り楽しそうな表情を見せながら堂々と

演技を披露することができたのではないでしょうか？ 

風船飛ばしでは、雲一つない快晴の中、青空に風船を飛ばし、感動のフィナーレを迎えることができました。後日、

風船を拾ってくださった方が暖かいお手紙を下さりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 『竹取物語』 

高等部 『みんなで挑戦！～かっこいい大人になるために～』 

 

 中学部では、『竹取物語』の劇に取り組みました。今年は学年を超えた縦割りグループに分かれ、場面ごとに音楽や

保健体育など各授業で学習した内容や、自分達で考えた内容を発表しました。また、美術ではグループごとに背景画制

作に取り組み、最後に貼り合わせて一つの大きな作品に仕上げました。場面ごとに練習や話し合いを重ね、活動に見通

しをもったり役割を理解したりすることで、生徒一人一人が自信をもって表現することができるようになりました。『竹取物

語』の劇への取り組みを通して、学年やグループを超えて、中学部みんなで協力して取り組むことができました。 

高等部では、学部目標にもある『TRY』から挑戦をテーマにしました。大人への最後の階段となる高等部。

今何が大切なのかを考え、かっこいい大人になるために必要なものを探すための旅に出かけました。「協力グ

ループ」では、オリンピックをイメージしながら協力することの大切さを知りました。「努力グループ」では、

楽器の演奏を通してあきらめないで取り組む姿勢を見せることができました。「全力グループ」では、ダンスを

通して人前に立ってやりきる勇気を感じました。はじめは、台詞が出ない、前に立てないなど自信のない様子

の生徒もいましたが、練習を積み重ねるうちに、「協力・努力・全力」が意識できるようになり、当日はそれぞ

れがもっている精一杯の力を発揮して堂々と表現することができました。やまびこまつりを通して、学年を超

えた絆ができ、日々の学校生活にもつながることとなりました。 

 

主人公  ミニオン

 

金メダル 授与 

楽器っていいね！ 

決めポーズばっちり 








































